
不当な「代執行」による
大浦湾の埋め立てを許さない
3.7 学習集会

1月10日、大浦湾に石材を投入する作業船

キャンプシュワブ前で抗議行動

日時3月7日（木）
場所　文京区民センター ３A
（地下鉄丸ノ内線・南北線/後楽園駅、三田線/春日駅下車、地図は裏面を参照）

花輪伸一さん
（沖縄環境ネットワーク世話人）

武田真一郎さん
（成蹊大学教授・行政法）

長南博邦さん
（沖縄に連帯する自治体議員ネット・前千葉県野田市議）

具志堅隆松さん
（遺骨収集ボランティア「ガマフヤー」代表・リモート参加）

講 師

●主催　「止めよう！辺野古埋立て」国会包囲実行委員
●協賛　戦争させない・9条壊すな！総がかり行動実行委員会

開会 18時30分（開場18時）700円
資料代



●連絡先

　
沖縄・一坪反戦地主会関東ブロック（090-3910-4140）

　ピースボート（03-3363-7561）
沖縄意見広告運動（03-6382-6537）

斎藤国土交通大臣は昨年12月28日、

辺野古の埋め立て設計変更申請の承認権限を

沖縄県知事から剥奪する「代執行」を行いました。

それを受け、沖縄防衛局は早くも本年1月10日、

大浦湾への石材・土砂投入を開始しました。

しかしこれは、戦後初めて自治体首長の権限を国が奪う地方自治の否定、

埋め立てに反対する県民の民意を踏みにじる暴挙です。

「代執行」の根拠とした福岡高裁那覇支部の判決は、

軟弱地盤により完成の見込みがなく、これ以上軍事基地はご免だという民意に反し、

豊かな大浦湾の環境破壊を進めるという、

玉城デニー知事が設計変更を不承認とした理由を

何ら審理しない一方的で理不尽なものでした。

私たちは、今回の「代執行」、大浦湾の埋め立ての問題点を改めて学習して、

玉城デニー知事を支持し、諦めることなく

辺野古新基地建設に反対し続けている沖縄の人々に

呼応していきたいと考えています。

URL⇨https://humanchain.tobiiro.jp/ 
E-mail⇨henokovoice.echo@gmail .com

◎「止めよう！辺野古埋立て」国会包囲実行委員会


